
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日の午後、大相撲中村部屋の嘉陽関が来

校してくれました。春場所では卒業生の大の里関の

幕内優勝というおめでたいニュースがありました

が、同じく春場所に、西幕下筆頭の嘉陽関が優秀な

成績を納め、十両への昇進が確実となりました。母校の海洋高校への報告会

の前に校長室に挨拶に寄ってくれました。糸魚川市スポーツ協会会長、中村

親方（元関脇 嘉風）海洋高校相撲部総監督と一緒の来校で、嘉陽関は大の里

関の1年先輩です。中学生時代から明るい性格で、誰からも愛されるキャラ

クターでした。インターネットにも詳しく、能生中相撲部の活躍の様子を紹

介する記事等も準備、投稿してくれていたことを覚えています。身長はそう高くないのですが、重心の低い押し相

撲が得意でした。糸魚川市で開催された北信越大会では選手宣誓の重責も果たしてくれました。当時、体育教師と

して接していたのですが、10年前と変わらぬ笑顔で話してくれる姿に嬉しくなりました。急な訪問だったので、時

間設定ができなかったため、教室棟の外から全校生徒へ挨拶。「10年前に能生中を卒業しました。たくさん食べ

て、寝て、大きく成長して、中学生生活を満喫してください。」とユーモラスに中学生にエールを贈ってくれまし

た。在校生からは嘉陽関の名古屋場所での健闘を祈って応援エールが贈られ、笑顔での交流ができました。厳しい

稽古の中です。体調を崩さずに大活躍されることを祈っています。中村親方、嘉陽関ありがとうございました。 

 

 

 

文化活動部の代表生徒が、各施設を訪問して花街プロジェクトで育

てた花々をプランターで各施設に贈呈させていただいています。７日

は、近隣の保育園と事務所、児童館に届けました。「このお花きれ

い！」と歓声をあげる園児さんや児童さんたちと一緒にプランターを

運ぶ姿や「お花の水やりお手伝いしてくれる人」の質問に元気よく

「はーい！」と手あげて応えてくれる微笑ましい場面もありました。事

務所からは仕事の手をとめ、玄関先まで受け取りに来ていただきまし

た。花の贈呈を通して、未来の能生中生との交流にも花が咲いていま

す。未来に種を蒔いているようで、気持ちのいい活動となっています。

今年度はプランターと一緒に文化活動部員が思いを込めて書いたメッセ

ージもお渡ししています。今後も随時、老人介護施設や保育園、近隣公

民館に届け、引き渡し式を行います。花いっぱい、笑顔いっぱいのふる

さと能生に貢献できるように、今後とも協力をお願いいたします。 

   

                                                                          令和６年６月２１日 
ＮＯ．３ 

糸魚川市立能生中学校 
 949-1352 能生2643 
 025-566-2065 

       能生中学校ホームページ http://www.itoigawa.ed.jp/nou-jhs/ 

能生中学校ホームページ ～能生中トピックス～ より 

卒業生の活躍 大相撲 嘉陽関 来校 

花街プロジェクト プランターの贈呈 

 



 

 

 

 

【陸上競技（6月11日12日 高田城址公園陸上競技場）】 

男子 ４００M ２位 ３年 T.Nさん ５３秒３２ 県大会出場 

男子 ２００M ３位 ３年 T.Nさん ２３秒４９ 県大会出場 

男子  走幅跳 ５位 ２年 G.Mさん  ５ｍ２０  県大会出場 

男子４×１００MR  ８位 能生中学校（Yさん、Tさん、Gさん、Iさん）４７秒８３ 県大会出場 

 

【卓球（6月12日 柏崎市総合体育館）】 

男子団体  

能生 対 上越市内中学校 １対３ 惜敗 

能生 対 柏崎市内中学校 ０対３ 惜敗 

能生 対 上越市内中学校 １対３ 惜敗 

       （予選リーグ 敗退） 

 女子団体  

能生 対 上越市内中学校 ０対３ 惜敗    

能生 対 柏崎市内中学校 １対３ 惜敗 

                （予選リーグ 敗退） 

【野球（6月17日 高田城址公園野球場）】 

  能生 対 糸魚川市内中学校 ４－８ 惜敗 

【女子バレーボール（6月17日 柏崎総合体育館）】 

  予選リーグ 

  能生 対 柏崎市内中学校  ２－０ 勝利 

能生 対 上教市内中学校  ２－０ 勝ち  

（トーナメント戦進出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男子バスケットボール（6月17日柏崎総合体育館）】 

                          ※糸魚川市内中学校との合同チーム 

能生 対 糸魚川市内中学校  ４４－３３  勝利   

 

上越地区大会 ～結果速報～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芙蓉基金様から図書の寄贈がありました 
ふよう 

芙蓉基金様から今年も「青少年読書感想文全国コンクール」の課題図書３冊を

寄贈していただきました。ありがとうございます。大切に読ませていただきます。 

ノクツドウライオウ：靴ノ往来堂 佐藤まどか 著 

祖父の作った靴を持つ人たちにおきた、人生を変えるほどの変

化。それは進路に迷う夏希の心を大きく揺さぶる。さわやかな青春

物語。 

靴づくりの細かなところまで描かれており、物作りの魅力にどんどん

引き込まれていく作品。大切に扱えば長く使えるものとの出会いは、

気づかないだけで身近にあることがわかる。 

希望のひとしずく  

キース・カラブレーゼ 著／代田亜香子 訳 
 ３人の中学生が古い井戸を見つけた。願いが叶うという伝説の

井戸が、町の人たちに次々と奇跡を起こす!?愛と希望があふれる

物語。 

登場人物が多く、連続ドラマになりそうな多彩なエピソードで構成さ

れ、飽きずにぐいぐい読める。ちょっとした気づきや優しさが、人の

助けになるかもしれないと思わせてくれる。 

アフリカで、バッグの会社はじめました：寄り道多め仲本千

津の進んできた道              江口絵理 著 
アフリカの貧困問題を解決し、女性を輝かせたい――自分の本当の夢

を追いつづけた仲本千津さんの“進路決定”ドキュメンタリー。 

大変わかりやすく書かれ、言葉の選び方、ページ数など伝わることを

大切にしている編集、読後に明るい未来を思い描ける内容。表紙に描

かれたバッグの写真も印象的。 

僕は寄贈していただいた本のうち「アフリカでバッグの会社はじめました」を早速読ま

せていただきました。そして、この本は夢を追う過程やその意味を考えさせてくれる本だ

と思いました。「夢を決め、夢のために努力する。」「想いは努力に変わり、夢とな

る。」「最初の想いと違う形でも、追い求めた過程が重要で、夢を実現した後も最初のよ

うに再びスタートする。」僕はこの本を読み、こんなメッセージを受け取りました。夢に

ついて悩んでいる人や、夢の実現を目指す人の参考になる本だと思います。さらに、中学

卒業後の進路について考えている僕たち3年生の参考になる本だと思うので、仲間たちに

勧めたいと思います。               図書委員 ３年２組 T.H 

 



 

日 曜日 年間行事 給食 部活

1 月 ○ ×

2 火 ○ 〇

3 水 １・２年水泳授業 ○ 〇

4 木 5、6限３年租税教室     専門委員会 ○ ×

5 金 ○ 〇

6 土

7 日 通信陸上

8 月 通信陸上 ○ ×

9 火 生徒朝会 ○ 〇

10 水 １・２年水泳授業　　３年高校説明会（PM） ○ 〇

11 木 ３年高校説明会（PM) ○ ×

12 金 ○ 〇

13 土 県各種大会

14 日

15 月 ㊗海の日

16 火 ○ 〇

17 水 地域を明るくする運動（あいさつ運動）～19日 ○ 〇

18 木 ２年総合上級学校訪問 ○ ×

19 金 介護福祉講演会 ○ 〇

20 土 県陸上大会

21 日 地区吹奏楽

22 月 ○ ×

23 火 ○ 〇

24 水 終業式　１５時バス下校 ○ ×

25 木 ２年職場体験（～7/31）

26 金 期末面談

27 土

28 日

29 月 期末面談

30 火 期末面談

31 水 期末面談

令和6年度 7月行事予定


